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ほとんどの項目で「よくある」「たまにある」という肯定的な回答が約８０％となっており、概ね多くのお子さんに身についてほしい資質・能力が育っ

ていると思われます。まだ自信をもって肯定的に答えていない児童に、引き続き指導していきます。低学年の発達段階でではこれから育つ部分

でもありますが、友達の考えをよく聞くことや聞いた意見を比べること、生活科などでの体験と学習内容との結びつきが強くなるよう、授業を工夫

していきたいと思います。



R6前期　中学年アンケート結果

　中学年では、おおむね８割程度の子どもたちが多くの項目で肯定的な回答をしています。けれども、学んで得た知識を他の問題に転用したり応用したり

することや、学んで得た知識と体験とのつながりについては、他の項目に比べて自信のない様子が見られます。教職員アンケートでも、教室での学びと体

験や校外学習とのつながりに意識が弱かったことがうかがわれますので、後期は体験と学びのつながりをより意識して授業改善をめざします。



R6前期　高学年アンケート結果

　高学年では、９割近くの児童が肯定的な回答をしている反面、「よくある」という積極的な肯定は少なめになっています。このことは、例えば設問２「相手に

よって話し方を変え、わかりやすいように言葉を選んだり順序を考えたり」というように、中学年に比べてより高度な内容を求めているためと思われます。中

学校生活に向けて、自分のことだけではなく、まわりにいる人への手助けも適切に行おうとする意識や態度も育て、自信をもって卒業できるよう働きかけて

いきたいと思います。


